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事業実施上の課題
（事業担当者記入）

人材確保対策事業については、移住による希望者があったとしても、市内の住宅不足、家賃高騰などで、就職につ

なげることができない例が散見された。R６年度も同様の懸念がされるところ。

評価結果の根拠
及び今後の課題
（担当課長記入）

人材確保対策については成果がみられる。

教育交流施設については市長公約であり、かつ市民等の注目度も高いことから丁寧な情報提供や説明を心がけ、早

急に整理していく。

2024年度方向性

令和３年度に検討した第６次長期振興計画後期計画の重点プロジェクトを具現化するため、引き続き、庁内を横断

した課題を検討する。令和４年度検討した事業については、引き続き、見直しながら継続していく。また、新たに

産業分野での取組を検討していく。

令和４年度にワーキンググループで検討したLINEを活用した情報共有については、実現できるように、DXの取組へ

とシフトしていきたい。

教育交流施設設置検討事業については、「教育交流施設設置検討事業」として、新規事業で進める。

事業の意図 戦略プロジェクトの実現、企画・政策立案

事業の実績
と成果

取組内容

R５年度から庁内横断的な取組として、人材確保対策事業を開始し、各産業分野にまたがる支援策の進捗管

理と取りまとめを実施し、実情に合わせた見直し等を行った。

教育交流施設については、用途地域に関する関係課協議、住民評価会議における市民意見の聴取を行うな

ど、R６年度の計画策定に向けた準備を実施した。

成　果
R５年度から開始した人材確保対策事業については、７分野合計で41件の実績があり、人材確保の一助と

なった。島外からの呼び込みや市内在住者の潜在有資格者の掘起こしと定着に向けた仕組みを設定できた。

長期振興計画
の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 計画の着実な推進

事業名 戦略プロジェクト推進事業 総事業費 447 千円


